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地　区　の　概　要
地区面積／8,857.95ha 組合員／5,490名

〒992-0012　米沢市金池五丁目9番5号
☎0238（23）0015

URL：https://www.yonezawa-heiya.or.jp
E-mail：yonehei@sanae.or.jp

多面的機能支払交付金の「施工計画」に係る
提出資料についてメール受付を開始してお
ります。下記メールアドレスへどうぞ。
E-mail : tamenyonehei@sanae.or.jp

第９期　新役員20名選出　令和７年３月13日㈭通常総代会
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令
和
七
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
挙
の
結
果
、
私
を
は
じ
め
二
十
名
が
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
第
九
期
役
員
と
し
て
三
月
三
十

一
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
四
年
間
、
六
十
四
名
の
総
代
と
共
に
、
組
合
員
及
び
土
地
改
良
区
発
展
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
本
地
域
の
農
業
農
村
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ
り
、
営
農
の
継
続
や
そ
れ
を
支
え
る
農
地
及
び
農
業
用
水
の
保
全

管
理
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
農
業
経
営
及
び
土
地
改
良
区
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。  

一
方
で
、
自
然
災
害
は
、
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
お
り
、
昨
年
春
か
ら
の
渇
水
、
ま
た
、
七
月
の
過
去
に
な
い
記
録
的
な
豪
雨

災
害
な
ど
、
甚
大
な
農
業
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
水
利
施
設
の
豪
雨
対
策
・
耐
震
化
等
の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
は
生
産
基

盤
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
食
料
の
安
定
生
産
を
支
え
る
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
が
、
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
ま

た
、
農
業
農
村
整
備
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
、
農
村
の
振
興
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
事
業
展
開
を

理

事

長
　
　

佐

　

貝

　

全

　

健

ご
　
挨
　
拶
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計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
七
年
度
は
、
小
水
力
発
電
事
業
を
フ
ル
に
活
用
す
る
と
と
も
に
土
地
改
良
区
の
適
正
な
運
営
と
円
滑
な
土

地
改
良
事
業
の
推
進
、
ま
た
、
人
件
費
、
物
価
高
騰
等
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
将
来
に
向
け
て
、
財
政
計
画
を
見
直
し
、
組
織

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
守
り
育
て
、
景
観
維
持
や
地
域
防
災
な
ど
の
社
会
的
役
割
を
担
う
土
地
改
良
区
と
し
て
、
な
お

一
層
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
形
県
、
市
町
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
長
寿
命
化
や
災
害
対
策
が
求
め
ら
れ
る
農
業
水
利
施
設
は
、
計
画
的
・
効
率

的
な
補
修
・
更
新
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
農
業
農
村
整
備
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
ほ
場
整
備
の
亀
岡
西
二
期
地
区
、
浅
川
地
区
、
莅
高
山
一
期
地
区
、
新
規
に
莅
高
山
二
期
地

区
、
千
代
田
地
区
、
施
設
保
全
を
行
う
屋
代
郷
一
地
区
、
米
沢
一
地
区
、
川
西
東
部
地
区
、
淞
郷
堰
地
区
、
防
災
減
災
対
策
に
よ
る
、

た
め
池
整
備
と
し
て
間
坂
地
区
、
排
水
路
整
備
の
大
谷
地
地
区
、
新
規
に
施
設
保
全
事
業
の
米
沢
平
野
一
地
区
、
管
水
路
整
備
の
淞
郷

堰
地
区
、
団
体
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
排
水
路
整
備
の
窪
田
二
地
区
、
用
水
路
整
備
の
堀
金
・
六
郷
地
区
、
適
正
化
事
業
の
大
坊
揚
水

機
場
、
虚
空
蔵
山
揚
水
機
場
に
つ
い
て
、
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
継
続
の
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
排
水
路
整
備
の
柏

木
目
地
区
、
新
規
に
施
設
整
備
の
黒
井
堰
地
区
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
な
運
営
と
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
ご
理
解
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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選挙区 地区名 氏名 再／新

第１区
（定数5名）

万 世 大野澤　進 再

梓 川
島軒　正幸 新

鈴木　孝一 再

羽 黒 川
安部平左ェ門 新

武田　　武 新

第２区
（定数6名）

片子大堰
佐藤　　仁 新

豊野　隆一 再

山 上
諸橋　勝次 再

安部　　清 新

米沢南部
情野　利晴 再

髙山　吉典 再

第３区
（定数7名）

塩 井
舟山　寿幸 再

小関　恭弘 新

窪 田

（農）米沢あすなろ 新

遠藤　耕一 再

渡部　一雄 再

石川　仙剛 新

相田　悦夫 新

第４区
（定数4名）

和 田

佐藤　　浩 再

渡部　宗雄 新

皆川　正浩 新

近野　元七 新

選挙区 地区名 氏名 再／新

第５区
（定数5名）

四ヶ村堰

平　　祐之 再

髙橋　一芳 再

手塚　　隆 再

本田　隆則 再

第６区
（定数4名）

黒 井 堰

戸田　雄市 再

安部　春一 再

八巻　良裕 新

渡部　洋巳 再

第７区
（定数10名）

糠 野 目 市川　幹郎 再

屋 代 郷

安部　　裕 再

佐藤　建次 新

武田　豊彦 新

竹田　　剛 新

瀧澤　和宏 新

佐藤　一志 新

新関　拓也 再

佐藤　大輔 新

早川　弘人 再

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

那須　　守 新

佐藤　義治 新

佐藤　嘉一 再

沼澤　清司 再

選挙区 地区名 氏名 再／新

第８区
（定数7名）

淞 郷 堰

鈴木　義朗 新

渡部　基司 新

大浦　浩一 新

第９区
（定数11名）

両 堰

色摩　藤則 再

佐藤　利夫 新

長谷部浩一 新

佐久間英之 新

寒河江清司 新

五十嵐昭博 新

斎藤　伸彦 新

山田　　功 新

阪野　博之 新

佐藤　幸夫 新

寒河江喜久夫 新

第10区
（定数6名）

川西東部

島津　悦郎 再

和田　和之 再

田代　正浩 新

淀　　保弘 新

笹木　喜一 新

鈴木　喜一 再

合　　計 64名

令和７年２月18日㈫－当選証書付与式－
会場：山形県置賜総合支庁　講堂

任期は令和７年３月２日から令和11年３月１日までの４年間

　任期満了に伴う総代選挙が執行され、立候補の届け出の結果、全選挙区無投票となり、選挙会において
64名の当選が決定いたしました。
　新総代の今後のご活躍をご期待申しあげるとともに、前任者各位のご尽力に対し厚くお礼申しあげます。

第９期　新総代64名選出第９期　新総代64名選出

新総代のご紹介 ※敬称略
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令
和
七
年
三
月
三
十
日
の
任

期
満
了
に
伴
い
九
名
の
方
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
本
土
地
改
良

区
の
運
営
と
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も

に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
理
事
長江　

口　

益　

美

会
計
担
当
理
事

山　

田　

文　

則

理
　
　
事五

十
嵐　

克　

己

理
　
　
事山　

木　

義　

厚

理
　
　
事中　

川　

誠
一
郎

理
　
　
事後　

藤　

恒　

雄

理
　
　
事木　

村　

明　

男

監
　
　
事黒　

澤　
　
　

章

監
　
　
事髙　

橋　

顕　

仁

理 事 長
佐貝　全健

副理事長
大友　　学
（総務）

庶務担当理事
二宮　啓一
（総務）

会計担当理事
鈴木　義郎
（総務）

理　　事
情野　和義
（水利整備）

理　　事
伊藤作ェ門
（水利整備）

理　　事
本田　哲雄
（総務）

理　　事
齋藤　浩紀
（総務）

理事（員外）
樋渡　由美
（総務）

理　　事
小関　敏弘
（総務）

理　　事
猪野　国雄
（水利整備）

理　　事
遠藤　洋一
（水利整備）

理　　事
木村　正勝
（水利整備）

理事（員外）
青木三重子
（総務）

理　　事
情野　市孫
（水利整備）

理　　事
我妻　　隆
（水利整備）

理　　事
髙橋　嘉門
（総務）

総括監事
朝倉　善則

監　　事
渡部　與彰

監　　事
吉田　耕造

　任期満了に伴う役員選挙が執行され、立候補の届け出の結果、全選挙区無投票となり、令和７年３月
13日開催の令和６年度通常総代会において理事15名、員外理事２名、監事３名の当選が決定いたしました。
　その後互選会において新役員の職務分担が確定いたしました。

※下段は担当する委員会、未収対策委員会は理事全員をもって構成

任期は令和７年３月31日から令和11年３月30日までの４年間

～ 新 執 行 体 制 ～～ 新 執 行 体 制 ～

第９期　新役員20名選出第９期　新役員20名選出

お
疲
れ
様
で
し
た

広報　米 沢 平 野第 82 号

5

令和 ７ 年 ４ 月 18 日



⑴
水
窪
ダ
ム
等
共
同
施
設
の
維
持

管
理

　
山
形
県
企
業
局
と
の
共
同
施
設

と
な
っ
て
い
る
水
窪
ダ
ム
等
は
、

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
に
よ
り
、

東
北
農
政
局
と
山
形
県
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産
管
理

委
託
協
定
書
に
基
づ
き
山
形
県
が

維
持
管
理
を
行
い
、
県
か
ら
の
委

託
契
約
に
基
づ
き
県
の
指
導
を
仰

ぎ
操
作
点
検
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
東
北
農
政
局
、
山
形
県
、

山
形
県
企
業
局
、
米
沢
平
野
土
地

改
良
区
に
よ
る
共
同
施
設
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
水
窪
ダ
ム
災
害

対
策
現
地
本
部
設
置
基
準
を
設
け

災
害
等
の
緊
急
時
に
於
け
る
円
滑

な
対
応
を
行
う
。

⑵
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　
事
業
費
　
七
七
、
六
八
〇
千
円

⑶
水
利
施
設
整
備
事
業
（
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）（
新
規
）

　
事
業
費
　
四
五
、
○
○
○
千
円

⑷
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業

　
事
業
費
　
一
○
八
、
七
○
五
千
円

⑸
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　
事
業
費
　
五
二
、
八
○
○
千
円

①
幹
線
施
設
　
二
施
設

⑴
県
営
事
業

継
　
続

◦
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

・
亀
岡
西
二
期
地
区（
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

・
浅
川
地
区（
米
沢
市
）

　
　
事
業
費
　
六
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

農
地
整
備
事
業（
中
山
間
地
域
型
）

・
莅
高
山
一
期
地
区（
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水  

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
一
地
区（
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
八
二
、
〇
〇
〇
千
円

　
・
大
坊
揚
水
機
場

　
・
虚
空
蔵
山
揚
水
機
場

⑹
維
持
管
理
組
合
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
か
ん
が
い
期
の
用
水

確
保
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
配

水
に
万
全
を
期
す
。

⑺
干
ば
つ
時
に
は
、
在
来
施
設
の

利
活
用
に
よ
る
用
水
確
保
を
図

る
。

⑻
節
水
、
漏
水
防
止
並
び
に
水
難

事
故
防
止
の
啓
蒙
を
図
る
。

議長を務める　島軒正幸総代

　
三
月
十
三
日（
木
）グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お
い
て
、

　
三
月
十
三
日（
木
）グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
に
お
い
て
、

令
和
六
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代（
現
総
数
六
十
四
名
）五
十
八
名
の
出
席
を
得
、

　
総
代（
現
総
数
六
十
四
名
）五
十
八
名
の
出
席
を
得
、

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
二
名
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

佐
貝
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
二
名
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

議
長
に
第
一
選
挙
区
の
島
軒
正
幸
総
代
が
選
任
さ
れ
、

議
長
に
第
一
選
挙
区
の
島
軒
正
幸
総
代
が
選
任
さ
れ
、

定
款
・
規
約
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正
、
令
和

定
款
・
規
約
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正
、
令
和

七
年
度
事
業
計
画
、
一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
に
つ

七
年
度
事
業
計
画
、
一
般
・
特
別
会
計
の
予
算
に
つ

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

令
和
六
年
度

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
原
案
通
り
可
決

全
議
案
原
案
通
り
可
決

二
　
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進

一
　
施
設
の
維
持
管
理
と

水
利
調
整
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⑴
各
活
動
組
織
へ
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
二

市
二
町
の
地
域
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
参
画
し
、
解
消
に
努

力
す
る
。

⑴
広
報
の
発
行
、
配
布
並
び
に
愛

称
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
米
沢
平

野
」
の
普
及
を
行
う
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
を
継
続
し
て
い
く
。

⑶
住
民
参
加
型
活
動
（
施
設
め
ぐ

り
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
く
。

⑷
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
施

設
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

・
米
沢
一
地
区（
米
沢
市
、
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
水
利
施
設
整
備
事
業（
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
川
西
東
部
地
区（
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
四
〇
、
八
〇
〇
千
円

・
淞
郷
堰
地
区（
南
陽
市
）

　
　
事
業
費
　
三
九
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
間
坂
地
区（
米
沢
市
、
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
一
〇
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　
事
業
費
　
一
四
四
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

農
地
整
備
事
業（
中
山
間
地
域
型
）

・
莅
高
山
二
期
地
区（
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
一
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円

・
千
代
田
地
区（
高
畠
町
、川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
八
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
特
定
農

業
用
管
水
路
等
特
別
対
策
事
業
）

・
淞
郷
堰
地
区（
南
陽
市
、
高
畠

町
、
川
西
町
）

　
　
事
業
費
　
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円

⑵
団
体
営
事
業

継
　
続

◦
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

　
減
災
事
業

・
窪
田
二
地
区

　
　
事
業
費
　
八
、
〇
〇
〇
千
円

・
堀
金
・
六
郷
地
区

　
　
事
業
費
　
二
二
、
〇
〇
〇
千
円

⑶
調
査
計
画
事
業

継
　
続

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用
排

水
施
設
等
整
備
事
業
）調
査
計
画

事
業

・
柏
木
目
地
区

　
　
調
査
費
　
四
、
七
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
水
利
施
設
整
備
事
業（
基
幹
水
利

施
設
保
全
型
）調
査
計
画
事
業

　
本
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
財
政
計
画
（
令
和
六

年
度
か
ら
令
和
十
年
度
）
に
基
づ

い
て
財
務
状
況
を
正
確
に
把
握

し
、
将
来
に
向
け
た
各
種
積
立
を

計
画
的
に
行
う
。
ま
た
、
令
和
七

年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

・
黒
井
堰
地
区

　
　
調
査
費
　
六
、
二
〇
〇
千
円

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
管
理
費
・

補
修
費
に
係
る
経
費
の
増
加
や
燃

料
価
格
・
電
力
料
金
な
ど
の
高
騰

に
よ
り
財
政
収
支
が
厳
し
い
な

か
、
各
種
事
業
（
県
営
基
幹
水
利

施
設
管
理
事
業
、
水
利
施
設
管
理

強
化
事
業
等
）
を
積
極
的
に
取
り

組
み
、
区
費
負
担
の
抑
制
を
図
る

定
款
の
変
更

諸
規
程
等
の
一
部
改
正

規
約
の
一
部
改
正

第
十
九
条（
理
事
会
の
付
議
事
項

等
）、
第
五
十
一
条（
農
用
地
利
用

集
積
計
画
作
成
の
申
出
）、
第
六

十
一
条（
電
磁
的
方
法
）

・
行
政
庁
の
指
導
に
よ
り

第
六
条
第
一
項（
公
告
の
方
法
）

・
行
政
庁
の
指
導
に
よ
り

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第

五
項
、
同
条
同
項
に
係
る
別
冊
調

書（
一
）（
経
費
分
担
の
基
準
）

・
台
帳
整
備
に
よ
る
小
字
の
追
加

及
び
筆
数
の
訂
正

第
二
十
六
条
第
一
項（
負
担
金
及

び
分
担
金
）

・
償
還
が
完
了
し
た
事
業（
塩
井
地

区
）の
削
除
及
び
新
た
に
実
施
す

る
事
業（
千
代
田
地
区
）の
追
加

第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
二
十

八
条
の
三
第
一
項（
負
担
金
及
び

分
担
金
・
特
別
）

・
新
た
に
実
施
す
る
事
業（
米
沢

平
野
一
地
区
、
千
代
田
地
区
、

淞
郷
堰
地
区
）の
追
加

◆
会
計
細
則（
一
部
改
正
）

第
二
条（
会
計
主
任
等
）、
第
四
条

（
会
計
帳
簿
等
の
管
理
）、
第
五
条

（
帳
簿
等
の
保
存
及
び
処
分
）、
第

六
条（
借
入
手
続
書
類
の
写
し
の

保
存
）、
第
十
四
条（
賦
課
金
等
の

手
続
き
）、
第
十
五
条（
賦
課
金
等

の
領
収
）、
第
十
六
条（
領
収
証
交

付
後
の
手
続
）、
第
三
十
条（
残
高

の
照
会
）

・
行
政
庁
の
指
導
及
び
実
態
に
即

し
た
条
項
に
改
め
る
た
め

◆
農
地
転
用
決
済
金
の
管
理
に
関

す
る
規
程（
一
部
改
正
）

第
三
条（
使
途
）

・
実
態
に
即
し
た
条
項
に
改
め
る

た
め

◆
畑
地
化
協
力
金
徴
収
規
程（
一

部
改
正
）

第
七
条（
処
理
及
び
管
理
）

・
実
態
に
即
し
た
条
項
に
改
め
る

た
め

と
と
も
に
小
水
力
発
電
の
売
電
収

入
等
に
よ
り
、
所
要
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　
経
常
賦
課
金
は
、
十
a
当
た
り

四
、
四
〇
〇
円
と
し
、
経
常
的
経

費
の
節
減
を
図
り
つ
つ
、
賦
課
金

の
完
納
を
目
標
に
収
納
率
向
上
と

未
収
対
策
に
努
力
し
て
い
く
。

佐貝全健理事長挨拶佐貝全健理事長挨拶

開会・閉会　江口副理事長開会・閉会　江口副理事長

三
　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
等

四
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
継
続
と
趣
旨
普
及

五
　
財
政
・
運
営

定
款
・
諸
規
程
等
の
一
部
変
更
改
正
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補助金等
76,610千円

6.98%

運営事務費
295,280千円

26.92%

適正化事業費等
61,110千円 5.57%

維持管理費
484,080千円

44.13%

事務所費
14,370千円
1.31%

借入金返済等 120千円 0.01%

特定資産積立金 49,770千円 4.54%

予備費
49,460千円
4.51%

経常賦課金
363,780千円

33.15%

基本財産取崩金 50,930千円 4.64%
特定資産取崩金 27,830千円 2.54%

繰越金
110,950千円

10.12%

受託料
122,250千円
11.15%

地区維持管理賦課金
66,040千円 6.02%

徴収換地清算金 1,500千円 0.14%

事業特別賦課金
19,840千円
1.81%

小水力発電事業会計繰入金
79,700千円 7.27%

借入金 18,000千円 1.64%

事業費 21,690千円 1.98%
受託業務費 41,080千円 3.75%

負担金等
77,150千円
7.03%

支払換地清算金 1,500千円 0.14%
固定資産取得金 1,240千円 0.11%

特別賦課金
17,940千円 1.64%

転用決済金等
14,010千円 1.28%

負担金
55,830千円
5.09%

維持管理組合受入金 13,510千円 1.23%

他目的使用料等
4,130千円 0.38%

適正化事業交付金
50,520千円 4.61%

雑収入 3,440千円 0.31%
特定資産運用金 30千円 0.01%

基本財産運用金 10千円 0.01%

支　出 収　入

賦課金
 467,600千

円

土地改
良

事
業

費
 607,960千円

土地改良事業
費

 550,950千円
309,650千

円

一
般

管
理

費

一般会計　1,096,850千円

特定資産取崩金
43,400千円
16.64％

竹森発電費
33,000千円
12.65％

一般管理費
31,480千円
12.07％

特定資産
積立金

15,390千円
5.90％

竹森発電事業費
47,340千円
18.15％

水窪ダム発電事業費
53,290千円
20.44％

予備費
33,600千円
12.88％

一般会計操出金
79,700千円
30.56％

負担金等
7,400千円
2.84％

水窪ダム発電費
177,000千円
67.87％

支　出 収　入

特別会計　小水力発電事業　260,800千円

令和７年度　予　　算令和７年度　予　　算
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　このたびの総代及び役員改選により、総代34名、役員９名の方々が退任されました。
　本土地改良区の発展にご尽力いただきましたことに感謝申しあげるとともに、皆様の
益々のご発展とご健勝を心よりお祈り申しあげます。

表彰状　～役員及び総代　在任12年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴

副 理 事 長 江　口　益　美 24 役員16年、総代８年、組合長４年
理 事 五十嵐　克　己 16 役員４年、総代12年、組合長４年
理 事 山　木　義　厚 12 役員８年、総代４年、組合長４年
理 事 中　川　誠一郎 12 役員12年
理 事 木　村　明　男 16 役員８年、総代４年、組合長４年
監 事 黒　澤　　　章 12 役員８年、総代４年
監 事 髙　橋　顕　仁 12 役員４年、総代８年
前総代（組合長兼務） 髙　橋　源五郎 20 総代20年、組合長20年
前総代（組合長兼務） 我　彦　正　福 20 総代20年、組合長16年
前 総 代 佐　藤　嘉　隆 12 総代12年
前 総 代 佐久間　二　郎 12 総代12年

感謝状　～役員　在任8年以上～
役　職　名 氏　　名 通算年数 経　　歴

会 計 担 当 理 事 山　田　文　則 12 役員８年、総代４年

　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日
㈫
長
井
市「
タ
ス
パ
ー
ク

　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日
㈫
長
井
市「
タ
ス
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
長
井
」に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
山
形
県
土
地

ホ
テ
ル
長
井
」に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
山
形
県
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ

改
良
事
業
団
体
連
合
会
置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
長
年
に
亘
り
土
地
改
良
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

れ
、
長
年
に
亘
り
土
地
改
良
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
当
土
地
改
良
区
よ
り
役
員
六
名
、
職

た
功
績
に
対
し
、
当
土
地
改
良
区
よ
り
役
員
六
名
、
職

員
一
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

員
一
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
上
段
右
よ
り

写
真
上
段
右
よ
り

庶
務
担
当
理
事

庶
務
担
当
理
事

大
友
　
　
学

大
友
　
　
学

会
計
担
当
理
事

会
計
担
当
理
事

山
田
　
文
則

山
田
　
文
則

理

事

理

事

二
宮
　
啓
一

二
宮
　
啓
一

理

事

理

事

山
木
　
義
厚

山
木
　
義
厚

写
真
下
段
右
よ
り

写
真
下
段
右
よ
り

理

事

理

事

木
村
　
明
男

木
村
　
明
男

監

事

監

事

黒
澤
　
　
章

黒
澤
　
　
章

総
務
課
庶
務
係
長

総
務
課
庶
務
係
長

皆
川
　
雪
絵

皆
川
　
雪
絵

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
万 世 維 持 管 理 組 合 大野澤　進 金子　　瞭
梓 川 維 持 管 理 組 合 鈴木　孝一 金子　　瞭
羽黒川維持管理組合 須藤　真則 太田雄一朗
片子大堰維持管理組合 豊野　隆一 太田雄一朗
山 上 維 持 管 理 組 合 安部　　清 松田　誉史
米沢南部維持管理組合 情野　利晴 松田　誉史
塩 井 維 持 管 理 組 合 小関　恭弘 竹田　弘樹
窪 田 維 持 管 理 組 合 遠藤　耕一 松田　誉史

維持管理組合名 組合長氏名 担当職員氏名
和 田 維 持 管 理 組 合 横山　政宏 大浦　歩夢
四ヶ村堰維持管理組合 平　　祐之 大浦　歩夢
黒井堰維持管理組合 佐藤　利宏 竹田　弘樹
糠野目維持管理組合 金子　卯一 金子　　瞭
屋代郷維持管理組合 竹田　昭二 金子　　瞭
淞郷堰維持管理組合 佐藤　嘉一 大浦　歩夢
両 堰 維 持 管 理 組 合 阪野　博之 竹田　弘樹
川西東部維持管理組合 島津　悦郎 松田　誉史

表彰状贈呈表彰状贈呈

感謝状贈呈感謝状贈呈

表彰状・感謝状贈呈表彰状・感謝状贈呈

　３月13日㈭開催の令和６年度通常総代会において、米沢平野土地改良区の運営と発
展並びに土地改良事業推進に貢献された功績に対し、次の方々に表彰状または感謝状が
贈呈されました。

～表彰状・感謝状贈呈～

土
地
連
置
賜
支
部

土
地
連
置
賜
支
部

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

維持管理組合役員改選に伴い、各維持管理組合長が次のとおり決定しました。
また、維持管理組合担当職員は次のとおりですのでよろしくお願いします。

維持管理組合役員の任期は令和７年４月１日から令和11年３月31日までの４年間

16維持管理組合の16維持管理組合の
組合長を紹介します組合長を紹介します

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　 米沢平野土地改良区利水調整規程に基づく各水系の配水計画は、水利権や各維持管理組合から聴取した計画等によ
り適期・適正な水利調整を行います。組合員の皆様には、ご理解とご協力をお願いいたします。

電気料金高騰による
節水・節電のお願い

　近年の電気料金高騰により、特に揚水機場に要する維持管理費への
影響が大きく、土地改良区をはじめ各維持管理組合の負担が大幅に増
加しています。
　つきましては、天候状況や水稲の生育状況に適した用水需要に応じ
て、揚水機のきめ細かい運転管理に努めてまいりますので、これまで
以上の節水・節電の取り組みにご理解とご協力をお願いいたします。

農業用施設における
事故にご注意を・・

　農業用水路等には、通年水が流れていたり、
ため池にも近づくことができます。また、かん
がい期間の５月から９月は、特に水量が増え小
さな水路でも流れが速く大変危険です。
　ご家庭の周りに危険な水路、農業用水利施設
がないか確認していただき、ご家族や地域の皆
様からもお声かけをお
願いいたします。

通水期間
代かき期　５月６日～５月25日
・耕耘状況を見ながら通水します。
普通かんがい期　５月26日～９月10日
・田植え後から落水まで、水稲の生

育に必要な用水を通水します。
・７月には中干し時期に合わせ用水

調整を行います。
・水稲の出穂時期に合わせ、普通期

最大の通水を行います。
許可水利権
　河川などから取水して使用する権
利で河川管理者の許可を要します。
河川法に基づき、河川管理者の許可
により生ずる権利が「許可水利権」と
なります。
　取水量は、季節や時期によって必
要量が異なり代かき期、普通かんが
い期の取水量や年間の総取水量も定
められています。
　組合員の皆様には、限られた水資
源の有効利用と効率的な水管理をお
願いいたします。

維持管理委員会の開催
　適期用排水調整及び施設の管理全般を協議します。
　　第１回……４月上旬開催予定
　以降、必要に応じて開催します。
　各維持管理組合においても、適正な用水配分や維持管理を行うために細部に
わたって検討を行います。

干ばつへの対応
　ダムの放流は計画的に行
いますが、異常気象により
ダムの貯水状況や河川の流
況が大きく減少した場合
は、ダムの放流量調整を実
施します。実施する際は、
チラシ等で組合員にお知ら
せします。
　また、各維持管理組合よ
り管内の状況を聞き取り、
必要に応じて災害対策本部
設置の検討、在来施設の利
活用や仮設及び臨時揚水機
等の対策を講じます。

施設点検・維持管理
①ゲート及び通信設備点検
　４月上旬より順次実施
②堰上げ
　４月中旬より
③国土交通省関連
　四ヶ村堰頭首工　　
　　試験通水　　４月下旬
　淞郷堰揚水機場
　　試験運転　　４月下旬
④維持管理及び補修

　水利施設全般にわたり機能発揮に努め、施
設補修等が必要な場合は、早急に対応します。
　主要施設及び幹線水路沿いの草刈りは、年
２回実施します。

あそばないあそばない

あそばせないあそばせない

ちかよらないちかよらない

令 和 ７ 年 度 　 用 水 計 画

～米沢平野土地改良区ホームページ『用水状況』より”水窪ダムの用水状況”について紹介しております～
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み
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（山形市）
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夢
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水利整備課維持管理係
（高畠町）
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⃝
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⃝
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⃝
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す
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す
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す
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す
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小
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太
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江
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長

皆
川
　貴
行
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徴
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長
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長

井
上
　清
隆

嘱
託鈴木

い
く
子

主
事
補

松
田
　美
海

技
師松田

　誉
史

主
事
補

小
野
亜
衣
里

主
事渡部

　真
理
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付
主
事

板
垣
芙
由
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任

小
林
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人

副
主
任

長
谷
部
英
徳

嘱
託松本

　尚
子

主
事鈴木

　美
音

総
務
課
付
主
査
※
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科
　葉
子

庶
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主
査

皆
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　雪
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事
務
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小
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子

※（
全
国
土
地
改
良
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業
団
体
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合
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派
遣
）

〈水利整備課〉〈総務課〉 〈財務課〉

令和７年度　事務局機構
本年度は下記により業務を行いますのでお知らせいたします

◎お問合せやご相談がありましたら、
　　総務課・財務課　　　0238－23－0015
　　水利整備課　　　　　0238－23－3070
　　管理係（中央管理所）　0238－37－8011　までお願いします。

新
規
採
用
職
員
紹
介

令和七年度　各種行事予定

水利整備課財務課総務課

退
　
職
　
者
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◎令和７年度の賦課期日及び納入期限
期　別 賦課期日 口座振替日 納入期限 賦課基準日
第１期

令和７年７月10日
令和７年７月25日 令和７年７月31日 令和７年４月１日現在の土地原

簿記載面積により賦課します第２期 令和７年10月24日 令和７年10月31日

◎賦課金納入のために、土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
◎一度手続きしますと、納入忘れが防げます（納入期限の前に残高確認をお願いします）。

賦課金等の各支払いは「コンビニでの納付
が可能」となっておりますので、下記までお
問い合わせください。

財務課賦課徴収係　TEL 0238-23-0015

　土地改良区の賦課金は、施設の維持管理費や事業の償還金となる重要な運営費です。賦課金を滞納されま
すと、土地改良区の運営に支障をきたし、組合員間に不公平等が生じることとなります。
　賦課金の滞納は法に基づき滞納処分（預金、不動産の差押等）を実施する場合もありますので、期限内の納
入にご協力をお願いします。

　賦課金の基準となっている台帳（組合員の皆様１人１人の賦課されている土地
の所在、地積、賦課種目等が記載されたもの）を確認することができます。
　確認する場合は、印鑑、身分証明書をご持参のうえ当土地改良区窓口にて申請
をお願いいたします。なお、組合員本人以外の方が申請する場合は委任状が必要
となります。
【申請書、委任状は当土地改良区ホームページよりダウンロードもできます。】

　農地の移動(売買等)において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、新資格者に
滞納賦課金が承継され、支払う必要が生じますのでご注意ください。

◇組合員資格に移動がある場合
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿及び
土地台帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。

◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）　　　　◎農業者年金受給等による経営移譲
◎死亡または生前一括贈与による名義変更　　◎住所、氏名、法人名義等の変更

◇農地を転用する場合（公共用地に買収された時も届出が必要）
◎公共用地（道路、水路）への買収による転用　◎田から宅地等への転用
※転用に伴う地区除外申請は、手続きに２～３ヶ月かかる場合があるため、
　早めにご相談ください。

◇土地改良施設を利用する場合
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

資格変更･農地転用･施設使用等の届出は組合員の方の義務です!

■滞納賦課金は新資格者が負担

■賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください

■賦課金は納入期限内にお願いします

伝 言 板

■土地原簿（名寄）の確認について
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